
 
 

 

 

 

 

平成 23 年度 

広域地方計画の点検資料収集業務 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 3 月 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

目          次 

 

 

１． 業務概要                         １ 

１．１ 業務目的                      １ 

１．２ 業務概要                      １ 

１．３ 業務フロー                     １ 

２．外国人の情報伝達調査                 ２ 

２．１ 避難計画の入手とヒアリング          ２ 

２．２ 外国人アンケート                １１ 

２．３ コミュニティーの情報伝達調査        ４４ 

２．４ とりまとめ                     ５１ 

資料編   

 

 

 



 

 1

 

1. 業務概要 

1.1. 業務目的 

本業務は、各地で発生している災害に対して、在住外国人（ポルトガル語話者）への避

難計画の周知方法や周知不足項目の調査を行い、よりよい避難計画策定の情報とすると共

に、中部圏広域地方計画の内容の点検を行うための資料収集を行うものである。 

 

1.2. 業務概要 

業務名称：広域地方計画の点検資料収集業務 

請負金額：¥2,625,000－（内消費税 ¥125,000－） 

工  期：平成 24 年 1 月 24 日～平成 24 年 3 月 23 日 

   発 注 者：国土交通省 中部地方整備局 

建政部 計画管理課 

受 注 者：株式会社 建設環境研究所  

 

1.3. 業務フロー 

本業務の業務フローを、図 1.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 業務フロー 

1. 避難計画の入手・ヒアリング 

2.アンケート作成 

3. アンケート調査 

4. コミュニティー 

での情報伝達調査 

とりまとめ 

外国人の情報伝達調査

業 務 計 画 

打合せ① 

打合せ② 

打合せ③ 
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2. 外国人の情報伝達調査 

自治体等で作成された避難計画が、在住外国人（ポルトガル語話者（以下「外国人」と

いう。）に理解されているか、また計画への意見の有無、避難に不足している情報の有無等

を調査し、それを基にしたアンケート調査を行う。また、外国人が多数居住する地域での

情報伝達がいかになされているかを調査し、非常時の情報伝達方法の参考とする 

 

2.1 避難計画の入手・ヒアリング 

名古屋市周辺で外国人コミュニティーのある自治体として表 2.1 に示すように豊橋市

を選定し、ポルトガル語版避難計画（簡易版（パンフレット程度。）以下「避難計画」

という。）を入手するとともに、当該自治体に対しヒアリングを実施した。 

ヒアリング内容は図 2.1 のとおりである。 

 

表 2.1 調査対象自治体の選定 

自治体 居住者数 コミュニティー 選定 

愛知県    
豊橋市 9,102 

 
岩田団地、金田住宅に外国人コミュニ

ティーあり。 
ＮＰＯ法人ＡＢＴ豊橋ブラジル協会

が活動。 

◎ 
名古屋周辺で居住者数

が最大であり、外国人コ

ミュニティーが確認さ

れている。 
豊田市 6,388 コミュニティーあるが、市で実態が把

握されていない 
 

名古屋市 5,016 コミュニティー不明  
岐阜県    
可児市 3,401 コミュニティー不明  
大垣市 3,115 同上  
美濃加茂市 2,786 〃  
三重県    
鈴鹿市 3,752 コミュニティー不明  
津市 3,044 同上  
四日市市 3,010 〃  

平成 22 年(2010 年）12 月 31 日現在外国人登録者数 外国人登録国籍別市町村別人員調査 
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2．1.1 豊橋市の外国人向け避難計画 

 

１）防災の手引き 

防災の手引きは、防災に関する知識、情報を一冊にまとめた資料である。 

構成は下記のとおりであり、資料は巻末に格納した。 

 

   防災の手引きの内容構成 

1.地震の知識 

2.東海地震、東南海地震とは？ 

3.東海地震に関連する情報 

4.液状化現象 

5.津波に備えて 

6.地震に備えて 

7.住宅の耐震対策とチェックポイント 

8.地震発生 そのとき 

9.避難 

10.避難所・避難場所 

11.ライフライン 

12.非常持ち出し品・備蓄品 

13.風水害の知識 

14.集中豪雨とは 

15.家の内外の風水害対策 

16.都市型水害とは 

17.土砂災害とは 

18.避難勧告等 

19.竜巻に備えて 

20.自主防災組織 

21.防災コミュニティの推進 

22.災害時要援護者 

23.火災発生、そのとき 

24.いざというときの応急手当 

25.心肺蘇生法の手順 

26.指定避難所 

27.応急救護所 

28.高齢者、障害者等緊急一時受入施設 

29.防災拠点公園 

30.広域避難場所 

31.災害時用マンホールトイレ 

32.飲料水兼用耐震性貯水槽 

33.防災備蓄倉庫 

34.水防倉庫 

35.緊急情報伝達システム（市内一斉通報用防災無線） 

36.災害用伝言ダイヤル利用方法 

37.『豊橋ほっとメール』 

38.豊橋市消防本部防災センター 

39.緊急地震情報 

参考 家族防災会議の開催を 

   家具の転倒防止対策 

   119 番通報のかけかた 
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２）地震防災マップ 

地震防災マップは、被害想定、避難所情報をマップに示した資料である。 

構成は下記のとおりであり、資料は巻末に格納した 

 

地震防災マップの内容構成 

地震被害予測調査 

どの地震を想定調査したの？ 

調査の前提条件・主な被害予測結果の概要 

東海地震による被害予測結果 

東海・東南海地震連動による被害予測結果 

被害予測の結果について・被害の軽減を目指して 

 

津波浸水予測 

東南海・南海地震に係る津波浸水予測 

 

防災マップ 

防災マップの活用 

あなたの避難場所はどこですか―防災マップ区分図 

防災マップ第 1～第 13 ブロック 

避難所等一覧 
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2.1.2 ヒアリング項目の検討 

豊橋市へのヒアリング項目は当初、想定した基本項目に豊橋市の避難計画の内容を踏まえ、

外国人コミュニティーの状況や防災教育等の普及に関する項目を追加した。 

 

当初想定した基本項目  豊橋市の避難計画の特徴と 

ヒアリングの追加観点 

１．外国人用として作成した留意点  【特徴】 

・ 1 万人程度の外国人居住者に対し H16

に「地震防災マップ」が、H23 に「防

災の手引き」が作成されている。 

【追加する観点】 

・ 外国人コミュニティーの把握状況 

・ 東日本大震災後の外国人意識の変化 

・ 緊急時の情報発信の方法 

・ 外国人向けの防災教育の有無 

・ 市が作成した外国人向け資料を他の

自治体等で活用することの可否 

・ 他の市町村との連携 

２．作成時の外国人の参加、もしくは意見聴

取の有無。有りの場合はその内容 

 

３．配布部数と避難計画更新の有無  

４．新規在住者に対する対応  

５．作成した計画に対する外国人の反応や内

容に対する意見 

 

６．避難計画の外国人への周知方法、外国人

対象の避難訓練の有無 

 

７．自治体が避難計画策定又は見直しに当た

り、外国人から計画に対して得たい情報 

 

 

 

ヒアリング項目 

１．外国人用として作成した留意点 

２．作成時の外国人の参加、もしくは意見聴取の有無。有りの場合はその内容 

３．配布部数と避難計画更新の有無 

４．新規在住者に対する対応 

５．作成した計画に対する外国人の反応や内容に対する意見 

６．避難計画の外国人への周知方法、外国人対象の避難訓練の有無 

７．自治体が避難計画策定又は見直しに当たり、外国人から計画に対して得たい情報 

８．外国人コミュニティーの把握状況 

９． 東日本大震災後の外国人意識の変化の有無 

１０．緊急時の情報発信の方法 

１１．外国人向けの防災教育の有無と内容 

１２．市が作成した外国人向け資料を他の自治体等で活用することの可否 

１３．他の市町村との連携の有無と内容 

図 2.1 ヒアリング対象項目 
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2.1.3 ヒアリング調査結果 

 

調査日時：2012 年 2 月 17 日 13 時 30 分～14 時 30 分 

場所：豊橋市総務部防災危機管理課会議室 

調査対象：豊橋市文化市民部多文化共生・国際課 

同 総務部防災危機管理課 

   調査員：株式会社建設環境研究所 

 

ヒアリング結果は以下のとおりである。 

１．外国人用として作成した留意点 

【留意点】 

・ 日本人と同等の防災情報を提供するという公平性の確保に配慮し、日本語版の①防

災のてびき、②地震防災マップを要約はせずに、ほぼ丸々翻訳した。 

・ 翻訳には３、４ヶ月程度の期間を擁した。 

【防災のてびきの作成のねらい】 

・ 災害時に、あらゆる場面で利用できる様々な情報を、一冊に網羅する。 

・ コンパクトな冊子にまとめて、紐も付けて、例えば冷蔵庫の前に掛けていつでも

利用できるようにした。 

【地震防災マップ作成のねらい】 

・ 災害危険情報、避難情報の図化。 

 

２．作成時の外国人の参加、もしくは意見聴取の有無。有りの場合はその内容 

【外国人の参加】 

・ 外国人の協力有り。 

【参加内容】 

・ 日系ブラジル人の多文化共生・国際課員と協力して翻訳した。課員の基本業務は相

談員であり、来訪してきた外国人に対しての相談を行っている。その業務の合間を

縫って翻訳作業を行った。 

・ 作成に苦労した点 

「警戒宣言」などの防災用語や、「地震の仕組み」などの翻訳。 

地震の経験が少ない人が多いので、その恐ろしさが伝えることに苦労した。しか

し、東日本大震災では豊橋市も相当に揺れ、TV などで被害状況が報道されたこと

もあって、今では地震は怖いという感覚を持たれたようだ。 
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 ３．配布部数と避難計画更新の有無 

・ H 24 年 1 月末現在でブラジル人 は 8,318 人、4,162 世帯が居住している。 

 

【防災のてびきの配布について】 

H23 年度に作成した。多文化共生・国際課、じょうほうひろば、防災危機管

理課、外国人向けイベント等で配布予定である。 

 

【地震防災マップについて】 

H16 にポルトガル語版 6,000 部を作成して全戸配布し、転入者等には市民課

での窓口配布を行った。H19 には 2,000 部を追加した。 

 

４．新規在住者に対する対応 

・ 地震防災マップは転入者等に市民課窓口で配布している 

 

５．作成した計画に対する外国人の反応や内容に対する意見 

・ 資料の内容、配布方法等に対する意見は特に聞いていない 

 

・ 防災の手引きは配りはじめた段階である。 

・ 日本語に照らし合わせて作った段階で、翻訳者の方の意見は聞いたが、その他の多

くの外国の方の意見は聞く段階に至っていない。そのため、来年度はブラジル人学

校に行き、意見交換をしながら外国人の感覚を取り入れて改訂を考えなければいけ

ないと考えている。 

 

・ 人にもよるだろうが、外国人の方々は情報として字が多いと見ないということをよ

く聞く。自治会の人からは回覧板を出来るだけシンプルにした方がよいという意見

があがってくる。 

 

・ 防災の手引きの厚さなら、絵が書いてある辺りだけ読むのかもしれない。 
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６．避難計画の外国人への周知方法、外国人対象の避難訓練の有無 

【避難計画の周知】 

・ 避難情報の周知は新しい緊急情報伝達システムや、防災教室を通じて行うことにな

ると思う。 

・ 広報は自治会を通じてポルトガル語版を毎月 6,500 部配っているが、生活情報に特

化しているので、広報を使っての避難計画の周知は考えていない。 

※ 緊急情報伝達システム 

緊急情報をサイレンや音声で伝達するシステム。 

避難に関する情報（避難準備情報、避難勧告、避難指示）等 

市内 62 箇所に設置。 

 

【避難訓練】 

・ 市では外国人を対象にした特別の避難訓練は行っていない。自治会や会社で日本人

と一緒に行っていただいている。 

・ 自治会での防災訓練の呼びかけに応じてくれる外国人は少ないときいている。 

 

【豊橋ほっとメール】 

・ 登録制の防災情報システムで、現在ポルトガル語と英語の提供を計画している。 

※ 豊橋ほっとメール 

災害時や緊急時に携帯電話やパソコンで災害情報を入手できる日本語サービスを

行っているが、現在、英語、ポルトがガル語のサービスを計画している。 

(ア) 災害時緊急情報（市の災害対策本部が発信する地震、風水害情報。被害状況）

(イ) 災害時緊急メール（登録者に対して上記情報をメールで知らせる） 

(ウ) 避難所情報（指定避難所の住所、電話番号、地図） 

(エ) 緊急医療機関情報 

 

７．自治体が避難計画策定又は見直しに当たり、外国人から計画に対して得たい情

報 

・ 外国人が災害時に困ると思われること 

・ どのようなコミュニティーが存在するのか 
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８． 外国人コミュニティーの把握状況 

・ 岩田団地、金田住宅などの公営住宅に比較的多く居住している。 

・ 自治会以外のコミュニティーとして、サークルや教会の集まりがあるようだ。ブラ

ジル協会があるが市では細かいコミュニティーは把握しきれていないのが現状で

ある。 

 

９． 東日本大震災後の外国人意識の変化の有無 

・ 地震に関する関心が高まり、折に触れて「豊橋で地震は起こるのか、安全なのか？」

などの質問を受けることが増えた。 

 

１０．緊急時の情報発信の方法 

【避難勧告等の情報発信の課題】 

・ 今どこで避難勧告が出ているというような情報は、翻訳の問題があるので即座に出

すのがなかなか難しく、いますぐにというわけには行かない。 

・ 緊急情報伝達システム、豊橋ほっとメール、HP 等情報発信等の手段があっても、

常時外国語の翻訳を行う能力がないと素早く正確な情報を発信することに役立た

ないことが課題である。 

 

・ 災害時通訳ボランティアという制度があるが、その方々も被災すること大いに想定

されるので期待どおりの効果を発揮することは難しい。ボランティアは、市内に住

んでいる方で、ポルトガル語に限らず、言語限定せずに話せればという条件でこと

で約５０人いる。豊橋市の国際交流協会に登録し、豊橋市がボランティアの派遣を

協会に依頼するというシステムになっている。 
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１１．外国人向けの防災教育の有無 

・ 防災の手引き等を読んでいただくことに加え、絵や耳を通して情報を提供すること

も重要だと考えている。日本人向けの防災講話を通訳の方を交えて、防災危機管理

課と多文化共生・国際課の職員が連携して学校や、コミュニティの集まりで行いた

いと考えている。 

・ 内容は地震を知らない人に対する説明、豊橋が日本のどのような場所にあって、ど

の程度の被害が想定されているか、起こった際にどのように対応するかなどについ

て伝えたい。さらに、市の対策と、各自で利用できるツールを紹介できればと思っ

ている。 

 

１２．市が作成した外国人向け資料の対外的（他の自治体）での活用の可能性 

・ 翻訳は正しいと思って訳しても、別の人がみるとニュアンスが違うという意見もで

る。対外的に公表してハレーションを起こしたくない。豊橋市で外国人向けの翻訳

資料を作成していることは PR していただきたいが、翻訳したものを国の HP など

で活用していただくことは考えていない。 

 

１３．他の市町村との連携の有無と内容 

・ 豊橋市は外国人集住都市会議のメンバーになっている。２８都市が加入し、そのメ

ンバーでお互いに被災した時には翻訳協力することになっている。 

 

  

※外国人集住都市会議 

外国人集住都市会議は、ニューカマーと呼ばれる南米日系人を中心とする外国人住民が多

数居住する都市の行政並びに地域の国際交流協会等をもって構成し、外国人住民に係わる施

策や活動状況に関する情報交換を行うなかで、地域で顕在化しつつある様々な問題の解決に

積極的に取り組んでいくことを目的として 2001 年に設立された。 

参加自治体は 28 自治体で、下記のとおりである。 

【群馬県】 伊勢崎市 、太田市 、大泉町  

【長野県】 上田市 、飯田市 

【岐阜県】 大垣市 、美濃加茂市 、可児市 

【静岡県】 浜松市 、富士市 、磐田市 、掛川市 、袋井市 、湖西市 、菊川市 

【愛知県】 豊橋市 、豊田市 、小牧市 、知立市 

【三重県】 津市 、四日市市 、鈴鹿市 、亀山市 、伊賀市 

【滋賀県】 長浜市 、甲賀市 、湖南市 

【岡山県】 総社市 
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2.2 外国人アンケート 

2.2.1 アンケート作成 

豊橋市へのヒアリングで得た情報を基に、以下の内容を基本としたアンケートをポル

トガル語で作成する。なおアンケート内容の詳細は、アンケートの実施に協力いただけ

る豊橋市の意見を踏まえ、次のように検討した。 

表 2.2 アンケート票作成方針 

当初想定した基本項目 アンケート内容の検

討方針 

豊橋市の意見 

・避難計画の認知度 

・避難計画への理解度 

調査票Ⅱ問１ 市では避難方法や左記の

項目を記載した「防災の

手引き」「地震防災マッ

プ」を作成し、市の窓口

等で配布している。 
これらの資料の認知度、

理解度を調査されること

がよいと考えられる。 
公共交通の利用による通

勤、通学は一般的ではな

い。 

・避難先等の記載があるときは、場所の理

解度 

〃  問 2 

・緊急時に自らがとる行動の理解度 〃  問 3 

・家族等の安否確認方法 〃  問 4 

・警戒宣言発令時の公共交通の動きへの理

解度 

削除 

・帰宅困難時への対応理解度 〃  問 2 

・日本語による防災無線等の内容理解

度 

市作成の防災用語

理解調査票を活用

する 

調査票Ⅰ 

・以前に市で防災に関す

る用語理解の調査を行っ

たので、同じ調査票を用

いてはどうか。 
 

・罹災建築物（危険物）への注意点の 

理解度 

削除 地震による建築物倒壊、

津波のように家に戻る危

険など状況が多様で説明

が難しい。 

・災害時における自家用車の処理方法 削除 マイカーを多くの人が持

っているわけではないの

で、調査票の対象としな

いほうがよい。 

 調査票Ⅱ問５ （市からの要望） 

災害時に困ると思われ

ることを聞いていただ

きたい 
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アンケート調査票 Ⅰ 
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アンケート調査票 Ⅱ  

 

問い１． 

（１）「防災の手引き」は市役所で配布している災害時の行動マニュアルです。 

該当している番号に○をつけてください 

①家にあって、読んだことがある 

②家にはあるが、パラパラと見た程度である 

③家にあるが、読んだことはない  

④家にあるかないか、わからない  

⑤家にはない  

 

 

（２）「地震防災マップ」は危険度が高い場所と避難場所が記されています。これも市役所で配布し

ています。 

該当している番号に○をつけてください 

①家にあって、読んだことのある人 

②家にはあるが、パラパラと見た程度である  

③家にあるが、読んだことはない  

④家にあるかないか、わからない  

⑤家にはない  

 

 

問い２． 

日本では大きな地震や洪水などが発生し、あなたのお住まいに被害が及びそうな時や、帰宅す

ることが難しくなる時に避難できる場所を指定しています。 

該当している番号に○をつけてください 

①指定された避難場所を知っていて、行ったこともある人 

②避難場所の施設名も場所も知っているが、行ったことはない 

③避難場所の施設名は知っているが、どこにあるのかわからない  

④自宅や職場近くに避難場所があるのかわからない 

⑤避難場所というものがあることを知らなかった 
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問い３． 

大地震が発生したときに、あなたが家の中にいたとします。 

頭を守るために机の下にもぐる。火を使っていれば火を消す。入り口がふさがれないようにする

などの行動が「防災の手引き」16～１９ページに書いてあります。 

該当している番号に○をつけてください 

①こうした行動をとることを訓練したことがある 

②訓練したことはないが、こうした行動が望ましいことは知っている 

③こうした行動をとる方が安全だということは知らなかった 

 

 

問い４． 

大地震などの災害が発生すると、電話回線が混んで家族との連絡がとりにくくなります。 

ＮＴＴには安否を確認する伝言システムがあります（防災の手引き P５２） 

該当している番号に○をつけてください 

① 伝言システムの体験利用をしたことがあり、家族でも利用するよう話し合っている 

② 伝言システムがあることは知っているが、利用したことはない 

③ 伝言システムがあることは知っているが、使い方がわからない  

④ 伝言システムがあることは知らなかった 

 

 

質問５． 

①災害時に困ると思われること何ですか？ご意見のある方はご発言ください。 

 

 

②災害情報はどのようなコミュニティーを通じて伝わることがよいと思いますか？ 〃 

 

 

③防災情報について他に質問はありますか？ 〃 
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ENQUETE  

 

1o ITEM. 

(1) O GUIA DE PREVENÇÃO CONTRA CATÁSTROFES, é um manual que foi elaborado 

pela prefeitura, para orientar como agir em caso de catástrofes. 

Por favor, circule o número correspondente a alternativa que escolher. 

① Tenho em casa e já cheguei a ler. 

② Tenho em casa, mas só o folheei. 

③ Tenho em casa, mas nunca cheguei a ler. 

④ Não sei se tenho em casa. 

⑤ Não tenho em casa. 

 

 

(2) O MAPA DE PREVENÇÃO DE TERREMOTO, mostra os locais considerados 

perigosos e os locais de refúgio. Este também é distribuido pela prefeitura. 

Por favor, circule o número correspondente a alternativa que escolher. 

⑥ Tenho em casa e já cheguei a ler. 

⑦ Tenho em casa, mas só o folheei. 

⑧ Tenho em casa, mas nunca cheguei a ler. 

⑨ Não sei se tenho em casa. 

⑩ Não tenho em casa. 

 

 

2o ITEM. 

Como no Japão ocorrem terremotos e enchentes, existem locais específicos para poder se 

refugiar, caso sua residência sofra muitos danos e não seja possível voltar para casa. 

Por favor, circule o número correspondente a alternativa que escolher. 

① Já sei qual é o local de refúgio e também já fui conhecê-lo. 

② Sei qual o nome do local e a localização, mas ainda não fui até lá. 

③ Sei qual o nome do local, mas não sei onde fica. 

④ Não sei se há locais de refúgio perto da minha residência ou do meu local de 

trabalho. 

⑤ Não sabia que existiam locais de refúgio. 
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3o ITEM. 

Se houver um grande terremoto quando você estiver dentro de sua residência. 

Nas páginas 16 à 19 do GUIA DE PREVENÇÃO CONTRA CATÁSTROFES, está escrito 

que deve entrar embaixo da mesa para proteger a cabeça, que se estiver utilizando fogo 

deve apagá-lo e o que deve fazer para que a saída não fique obstruída. 

Por favor, circule o número correspondente a alternativa que escolher. 

① Já fiz um treinamento simulado de como agir nessa situação 

② Embora não tenha feito nenhum treinamento, sei que nesses casos, é necessário agir 

dessa forma. 

③ Não sabia que era mais seguro agir dessa forma. 

 

 

4o ITEM. 

Quando acontece um desastre devido a um grande terremoto, as linhas telefônicas ficam 

congestionadas, o que dificulta o contato com os familiares. Para isso a NTT possui um 

sistema de verificação de mensagens (pag.52 do GUIA DE PREVENÇÃO CONTRA 

CATÁSTROFES). 

Por favor, circule o número correspondente a alternativa que escolher. 

① Já testei esse Sistema de Mensagens e combinei com minha família de utilizá-lo. 

② Sei desse Sistema de Mensagens, mas nunca o utilizei. 

③ Sei desse Sistema de Mensagens, mas não sei como utilizá-lo. 

④ Não sabia da existência desse Sistema de Mensagens. 

 

 

5o ITEM. 

① Qual você acha que é o maior problema quando acontece um desastre natural? Se você 

tiver uma opinião, por favor nos apresente. 

 

 

② Qual você acha que é a melhor forma de transmitir as informações sobre os desastres 

naturais? 

 

 

③ Você tem mais alguma pergunta com relação às informações sobre os desastres 

naturais? 
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2.2.2 アンケートの実施について 

 アンケートの実施は外国人コミュニティーへの呼びかけや参集について豊橋市の協力を得

た。また、コミュニティーによって状況が異なるため以下の実施方針をとることとした。 

 

表 2.3 アンケートの実施方針 

 呼びかけ 

（コミュニティ代表者との調整） 

調査可能

時間 

調査方針 日程 

 

金田住宅 

 

豊橋市から自治会長の了解

を得て、NPOが行う防災セミ

ナーの時間を一部使わせて

いただき調査できるよう調

整していただいた。 

 

10～15分 

 

×防災用語アンケー

ト調査 

○アンケート調査 

 

2月28日 

金田住宅集

会所 

 

岩田団地 

 

豊橋市から自治会長を通じ

て呼びかけていただいた 

 

 

1時間 

 

○防災用語アンケー

ト調査 

○アンケート調査（ポ

ルトガル語） 

○口頭ヒアリング 

 

 

3月1日 

岩田団地集

会室 
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2.2.3 集計結果 

１）アンケート調査票Ⅰ （コノ言葉ワカリマスカ？） 

回答者数：11 名 

地震 

・海外でも日本語の「TSUNAMI」が用いられることで有名な「津波」は、全員が「わかる」

と答えており、認知度は 22 点である。次に認知度が高い言葉は、「震度（わかる 81.8％、20

点）」、3 位が「東海地震（わかる 81.8％、19 点）」である。 

・認知度が一番低い言葉は、「耐震診断（わからない 54.5％、9 点）」「耐震補強（わからない

54.5％、9 点）」である。 

 表 2.4 地震に関する言葉の理解度 

  用語 
わかる 

（2 点） 

あまりわ

からない 

（1 点） 

わからな

い 

（0 点） 

未回答 計 

認知度点

数※ 

認知度点数

（100 点満点

換算） 

1 
マグニチュ

ード 

7 3 1 0 11 17 点 77.3 点

63.6% 27.3% 9.1% 0.0% 100.0%    

2 震度 
9 2 0 0 11 20 点 90.9 点

81.8% 18.2% 0.0% 0.0% 100.0%    

3 東海地震 
9 1 1 0 11 19 点 86.4 点

81.8% 9.1% 9.1% 0.0% 100.0%    

4 余震 
6 1 4 0 11 13 点 59.1 点

54.5% 9.1% 36.4% 0.0% 100.0%    

5 津波 
11 0 0 0 11 22 点 100.0 点

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%    

6 液状化 
5 0 6 0 11 10 点 45.5 点

45.5% 0.0% 54.5% 0.0% 100.0%    

7 
東海地震調

査情報 

5 4 2 0 11 14 点 63.6 点

45.5% 36.4% 18.2% 0.0% 100.0%    

8 
東海地震注

意情報 

6 3 2 0 11 15 点 68.2 点

54.5% 27.3% 18.2% 0.0% 100.0%    

9 
東海地震予

知情報 

5 3 2 1 11 13 点 59.1 点

45.5% 27.3% 18.2% 9.1% 100.0%    

10 警戒宣言 
4 2 5 0 11 10 点 45.5 点

36.4% 18.2% 45.5% 0.0% 100.0%    

11 
災害用伝言

ダイヤル 

4 2 5 0 11 10 点 45.5 点

36.4% 18.2% 45.5% 0.0% 100.0%    

12 耐震診断 
4 1 6 0 11 9 点 40.9 点

36.4% 9.1% 54.5% 0.0% 100.0%    

13 耐震補強 
4 1 6 0 11 9 点 40.9 点

36.4% 9.1% 54.5% 0.0% 100.0%    

14 
家具の転倒

防止 

4 2 5 0 11 10 点 45.5 点

36.4% 18.2% 45.5% 0.0% 100.0%    

15 
ガラス飛散

防止 

6 1 4 0 11 13 点 59.1 点

54.5% 9.1% 36.4% 0.0% 100.0%    

16 
緊急地震速

報 

5 2 4 0 11 12 点 54.5 点

45.5% 18.2% 36.4% 0.0% 100.0%    

※認知度点数は、「わかる」２点、「あまりわからない」1点、「わからない」0点として、人数×点数で計算

した。その最高点を 100 点とした認知度点数を算出した。
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図 2.2 地震に関する言葉の理解度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3 地震に関する言葉の理解度ランキング 
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風水害 

・「台風」が一番認知度が高く、81.8％の人が「わかる」と答えており、認知度は 19 点であ

る。次いで、「竜巻（わかる 63.6％、15 点）」、3 位は「大雨（わかる 63.6％、14 点）」であ

る。 

・認知度が一番低い言葉は、「注意報（わからない 45.5％、11 点）」「警報（わからない 45.5％、

11 点）」である。 

 

 表 2.5 風水害に関する言葉の理解度 

  用語 
わかる 

（2 点） 

あまりわか

らない 

（1 点） 

わからない

（0 点） 
未回答 計 

認知度点

数※ 

認知度点

数（100 点

満点換算）

17 注意報 
5 1 5 0 11 11 点 50.0 点

45.5% 9.1% 45.5% 0.0% 100.0%    

18 警報 
5 1 5 0 11 11 点 50.0 点

45.5% 9.1% 45.5% 0.0% 100.0%    

19 大雨 
7 0 4 0 11 14 点 63.6 点

63.6% 0.0% 36.4% 0.0% 100.0%    

20 洪水 
6 0 5 0 11 12 点 54.5 点

54.5% 0.0% 45.5% 0.0% 100.0%    

21 暴風 
6 1 4 0 11 13 点 59.1 点

54.5% 9.1% 36.4% 0.0% 100.0%    

22 台風 
9 1 1 0 11 19 点 86.4 点

81.8% 9.1% 9.1% 0.0% 100.0%    

23 土砂災害 
6 1 4 0 11 13 点 59.1 点

54.5% 9.1% 36.4% 0.0% 100.0%    

24 集中豪雨 
6 1 4 0 11 13 点 59.1 点

54.5% 9.1% 36.4% 0.0% 100.0%    

25 竜巻 
7 1 3 0 11 15 点 68.2 点

63.6% 9.1% 27.3% 0.0% 100.0%    

  

※認知度点数は、「わかる」２点、「あまりわからない」1 点、「わからない」0点として、人数×点数で

計算した。その最高点を 100 点とした認知度点数を算出した。 
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図 2.4  風水害に関する言葉の理解度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5 風水害に関する言葉の理解度ランキング 
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火災 

・認知度が一番高いのは、「火災（火事）」で 72.7％の人が「わかる」と答えており、認知度

は 16 点である。 

 

表 火災に関する言葉の理解度 

  用語 
わかる 

（2 点） 

あまりわ

からない 

（1 点） 

わからな

い 

（0 点） 

未回答 計 

認知度点

数 

認知度点

数（100 点

満点換算）

26 火災（家事） 
8 0 3 0 11 16 点 72.7 点

72.7% 0.0% 27.3% 0.0% 100.0%    

27 初期消火 
6 0 5 0 11 12 点 54.5 点

54.5% 0.0% 45.5% 0.0% 100.0%    

28 消化器 
7 0 4 0 11 14 点 63.6 点

63.6% 0.0% 36.4% 0.0% 100.0%    

29 
住宅用火災

警報器 

6 0 5 0 11 12 点 54.5 点

54.5% 0.0% 45.5% 0.0% 100.0%    

※認知度点数は、「わかる」２点、「あまりわからない」1 点、「わからない」0点として、人数×点数で

計算した。その最高点を 100 点とした認知度点数を算出し 

た。 

 

 

 

 

図 2.6 火災に関する言葉の理解度 

 

 

図 2.7 火災に関する言葉の理解度ランキング 
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救急 

・認知度が一番高いのは、「交通事故」で 63.6％の人が「わかる」と答えており、認知度は

15 点である。 

・認知度が一番低いのは、「心肺蘇生法」で、「あまりわからない」+「わからない」と答え

た人が 72.8％になり、認知度は 10 点である。 

 

表 2.7 救急に関する言葉の理解度 

  用語 
わかる 

（2 点） 

あまりわか

らない 

（1 点） 

わからない

（0 点） 
未回答 計 

認知度点

数 

認知度点

数（100 点

満点換算）

30 救急 
7 0 4 0 11 14 点 63.6 点

63.6% 0.0% 36.4% 0.0% 100.0%    

31 急病 
6 1 4 0 11 13 点 59.1 点

54.5% 9.1% 36.4% 0.0% 100.0%    

32 交通事故 
7 1 3 0 11 15 点 68.2 点

63.6% 9.1% 27.3% 0.0% 100.0%    

33 AED 
5 4 2 0 11 14 点 63.6 点

45.5% 36.4% 18.2% 0.0% 100.0%    

34 
心肺蘇生

法 

3 4 4 0 11 10 点 45.5 点

27.3% 36.4% 36.4% 0.0% 100.0%    

※認知度点数は、「わかる」２点、「あまりわからない」1 点、「わからない」0点として、人数×点数で

計算した。その最高点を 100 点とした認知度点数を算出した。 

 

 

 

 

 

 

図 2.8 救急に関する言葉の理解度 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.9 救急に関する言葉の理解度ランキング 
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その他 

・「交番」が一番認知度が高く、81.8％の人が「わかる」と答えており、認知度は 19 点であ

る。次いで「消防署（わかる 63.6％、14 点）」「避難（わかる 63.6％、14 点）」である。 

・認知度が一番低い言葉は、「消防団（わからない 54.5％、9 点）」「備蓄品（わからない 45.5％、

9 点）」「避難勧告（わからない 54.5％、9 点）」「応急救護所（わからない 54.5％、9 点）」で

ある。 

 

表 2.8 その他防災用語に関する言葉の理解度 

  用語 
わかる 

（2 点） 

あまりわ

からない 

（1 点） 

わからな

い 

（0 点） 

未回答 計 

認知度点

数 

認知度点

数（100 点

満点換算）

35 防災 
5 2 4 0 11 12 点 54.5 点

45.5% 18.2% 36.4% 0.0% 100.0%    

36 
自主防災組

織 

4 3 4 0 11 11 点 50.0 点

36.4% 27.3% 36.4% 0.0% 100.0%    

37 防災訓練 
5 1 5 0 11 11 点 50.0 点

45.5% 9.1% 45.5% 0.0% 100.0%    

38 避難 
7 0 4 0 11 14 点 63.6 点

63.6% 0.0% 36.4% 0.0% 100.0%    

39 避難所 
6 0 5 0 11 12 点 54.5 点

54.5% 0.0% 45.5% 0.0% 100.0%    

40 応急救護所 
4 1 6 0 11 9 点 40.9 点

36.4% 9.1% 54.5% 0.0% 100.0%    

41 
避難基準情

報 

5 0 6 0 11 10 点 45.5 点

45.5% 0.0% 54.5% 0.0% 100.0%    

42 避難勧告 
4 1 6 0 11 9 点 40.9 点

36.4% 9.1% 54.5% 0.0% 100.0%    

43 避難指示 
6 0 5 0 11 12 点 54.5 点

54.5% 0.0% 45.5% 0.0% 100.0%    

44 備蓄品 
3 3 5 0 11 9 点 40.9 点

27.3% 27.3% 45.5% 0.0% 100.0%    

45 
非常時持出

品 

5 0 6 0 11 10 点 45.5 点

45.5% 0.0% 54.5% 0.0% 100.0%    

46 ライフライン 
5 1 5 0 11 11 点 50.0 点

45.5% 9.1% 45.5% 0.0% 100.0%    

47 消防団 
4 1 6 0 11 9 点 40.9 点

36.4% 9.1% 54.5% 0.0% 100.0%    

48 消防署 
7 0 4 0 11 14 点 63.6 点

63.6% 0.0% 36.4% 0.0% 100.0%    

49 交番 
9 1 1 0 11 19 点 86.4 点

81.8% 9.1% 9.1% 0.0% 100.0%    

50 
災害対策本

部 

5 1 5 0 11 11 点 50.0 点

45.5% 9.1% 45.5% 0.0% 100.0%    

※認知度点数は、「わかる」２点、「あまりわからない」1点、「わからない」0点として、人数×点数で計算

した。その最高点を 100 点とした認知度点数を算出した。
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図 2.10 その他防災用語に関する言葉の理解度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.11 その他防災用語に関する言葉の理解度ランキング 

 



 

 33

全体ランキング 

認知度上位 3 位 

1 位 100 点「津波」 

2 位 90.9 点「震度」 

3 位 86.4 点「東海地震」 

「台風」 

「交番」 

 

認知度下位 3 位 

1 位 40.9 点「耐震診断」 

「耐震補強」 

「応急救護所」 

「避難勧告」 

「消防団」 

「備蓄品） 

 

2 位 45.5 点 「液状化」 

      「警戒宣言」 

      「災害用伝言ダイヤル」 

      「家具の転倒防止」 

      「心肺蘇生法」 

      「避難基準情報」 

      「非常時出品」 

 

3 位 50.0 点「注意報」 

      「警報」 

      「自主防災組織」 

      「防災訓練」 

      「ライフライン」 

      「災害対策本部」 
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アンケート調査票Ⅱ 

回答者数：32 人（岩田団地：10 人、金田住宅：22 人） 

 

表 2.9 問 1（１）「防災の手引き」について 

  

①家にあっ

て読んだこ

とがある 

②家にはあ

るが、パラ

パラと見た

程度である 

③家にはあ

るが、読ん

だことはな

い 

④家にある

かないかわ

からない 

⑤家にはな

い 
⑥未回答 計 

岩田団地 
4 0 0 1 5 0 10

40.0% 0.0% 0.0% 10.0% 50.0% 0.0% 100.0%

金田住宅 
0 1 0 3 18 0 22

0.0% 4.5% 0.0% 13.6% 81.8% 0.0% 100.0%

合計 
4 1 0 4 23 0 32

12.5% 3.1% 0.0% 12.5% 71.9% 0.0% 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.12 「防災の手引き」の理解度 

 

 

岩田団地では 40%の人が読んだ

ことがあると回答しているが、全

体では約 84%の人が認知してい

ない。 
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表 2.10 （２）「地震防災マップ」について 

  

①家にあっ

て読んだこ

とがある 

②家にはあ

るが、パラ

パラと見た

程度である 

③家にはあ

るが、読ん

だことはな

い 

④家にある

かないかわ

からない 

⑤家にはな

い 
⑥未回答 計 

岩田団地 
4 1 0 0 5 0 10

40.0% 10.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0%

金田住宅 
2 2 2 5 11 0 22

9.1% 9.1% 9.1% 22.7% 50.0% 0.0% 100.0%

合計 
6 3 2 5 16 0 32

18.8% 9.4% 6.3% 15.6% 50.0% 0.0% 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.13 「地震防災マップ」の理解度 

 

 

岩田団地では 40%の人が読んだ

ことがあると回答しているが、全

体では約 66%の人が認知してい

ない。 

防災の手引きより、配布率が高

いことか、文字が少ないためか、

認知率が高い。 
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表 2.11  問 2 避難場所について 

  

①指定され

た避難場

所を知って

いて、行っ

たこともあ

る 

②避難場

所の施設

名も場所も

知っている

が、行った

ことはない 

③避難場

所の施設

名は知って

いるが、ど

こにあるか

わからない

④自宅や

職場近くに

避難場所

があるのか

わからない

⑤避難場

所というも

のがあるこ

とを知らな

かった 

⑥未回答 計 

岩田団地 
3 3 0 2 3 0 11

27.3% 27.3% 0.0% 18.2% 27.3% 0.0% 100.0%

金田住宅 
16 1 0 2 1 2 22

72.7% 4.5% 0.0% 9.1% 4.5% 9.1% 100.0%

合計 
19 4 0 4 4 2 33

57.6% 12.1% 0.0% 12.1% 12.1% 6.1% 100.0%

※岩田団地の 1 名が複数回答（4 と 5 を選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.14 避難所の認知度 

 

金田住宅では 72.7%の人

が避難場所に行ったこと

がある。一方、避難場所

がどこにあるのかわから

ない、避難場所そのもの

を知らないという人も全

体で 24.2%いた。 
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表 2.12 問 3 大地震発生時の行動について 

  

①こうした

行動をとる

ことを訓練

したことが

ある 

②訓練した

ことはない

が、こうした

行動が望ま

しいことは

知っている 

③こうした

行動をとる

方が安全

だというこ

とは知らな

かった 

④未回答 計 

岩田団地 
2 7 1 0 10

20.0% 70.0% 10.0% 0.0% 100.0%

金田住宅 
9 13 0 0 22

40.9% 59.1% 0.0% 0.0% 100.0%

合計 
11 20 1 0 32

34.4% 62.5% 3.1% 0.0% 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災の手引きにあるよ

うな、大地震発生時にと

ることが望ましい行動

については認知度が高

い。全体で①②を合わせ

ると 96.9%の人が知っ

てる、もしくは訓練経験

があるとしている。 

図 2.15  

災害発生時の行動理解 
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問 2.13 NTT の災害用伝言システムについて 

  

①伝言シス

テムの体験

利用をした

ことがあ

り、家族で

も利用する

よう話し合

っている 

②伝言シス

テムがある

ことは知っ

ているが、

利用したこ

とはない 

③伝言シス

テムがある

ことは知っ

ているが、

使い方が

わからない

④伝言シス

テムがある

ことを知ら

なかった 

⑤未回答 計 

岩田団地 
0 2 2 5 1 10 

0.0% 20.0% 20.0% 50.0% 10.0% 100.0% 

金田住宅 
0 8 11 7 0 26 

0.0% 30.8% 42.3% 26.9% 0.0% 100.0% 

合計 
0 10 13 12 1 36 

0.0% 27.8% 36.1% 33.3% 2.8% 100.0% 

※金田住宅の 4 名が複数回答（4 名とも 2 と 3 を選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体で②と③の合計は

63.9%となり半数以上

の人が災害伝言システ

ムの存在を知っていた

が、33.3%の人は存在を

知らなかった。 

図 2.16  

防災用伝言システムの

認知率 
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問 5 ①災害時に困ると思われることは何ですか 

 

回答者数 13 名 

・「水や食料の確保」5 名 

・「家族と連絡が取れるかどうか」5 名  

・「避難の連絡がちゃんと来るのかどうか」1 名 

・「避難所での生活」1 名 

・「パニックになること」1 名 

・「趣味ができなくなること」1 名 

 

表 2.14 回答内容     

① 災害時に困ると思われることは何ですか（回答数 13 名） 

1 色々な心配の中で、避難場所や知らない人と何日も一緒に暮らすことです。（金田住宅） 

2 家族との連絡がとれるか。（金田住宅） 

3 食糧に対して心配です。日本人はとても几帳面過ぎて準備に時間がかかり、行動が遅いです。（金田住宅） 

4 
問題はパニックです。防災のシュミレーションに参加したことは有りますが、実際の時はその通りに出来るか分

かりません。（金田住宅） 

5 地震が発生した場合、非難の連絡は何時来るのか。（岩田団地） 

6 家族が心配です。（岩田団地） 

7 心配は地震の時に家族全員と会って、無事が確認できるか。食糧と水があるか。（岩田団地） 

8 兄弟みんな揃うかどうか（岩田団地） 

9 スケボーができなくなる。（岩田団地） 

10 食料（岩田団地） 

11 食料（岩田団地） 

12 食べ物がなくなる。（岩田団地） 

13 時間によって家族が学校や職場に居るので連絡が取れるかどうか。（岩田団地） 
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問 5 ②災害情報はどのようなコミュニティーを通じて伝わることがよいと思いますか。 

 

回答者数 14 名 

・「団地内の放送」4 名 

・「テレビ」4 名 

・「携帯電話またはメール」4 名 

・「ラジオ」3 名 

・「ポルトガル語緊急連絡」2 名 

・「パンフレットなど地震情報ツール」2 名 

・「学校」1 名 

 

表 2.15 回答内容    

② 害情報はどのようなコミュニティーを通じて伝わることがよいと思いますか（回答数 14 名） 

1 できれば携帯電話のメールに送って欲しいです。（金田住宅） 

2 携帯電話に情報を送る。（金田住宅） 

3 学校、テレビ、パンフレットや打合せなど。（金田住宅） 

4 団地内の放送。（岩田団地） 

5 e-mail（岩田団地） 

6 団地内の放送。（岩田団地） 

7 団地内の放送。（岩田団地） 

8 ポルトガル語で緊急連絡。（岩田団地） 

9 ポルトガル語で緊急連絡。（岩田団地） 

10 ラジオがないから、本当は携帯が良い。（岩田団地） 

11 TV、ラジオ（岩田団地） 

12 テレビ、ラジオ（岩田団地） 

13 テレビ、ラジオ（岩田団地） 

14 毎月、地震の情報、団地内の放送（岩田団地） 
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問 5 ③防災情報について他に質問はありますか。 

 

回答者数 4 名 

 

表 2.16 回答内容    

③防災情報について他に質問はありますか（回答数 4 名） 

1 
防災ガイドブックには家具を留めるように載っているが、団地の壁や天井は弱くてそこに家具を留める意味が

あまり無いと思います。（金田住宅） 

2 地震の時に岩田団地は安全ですか。この建物はどの程度の地震まで安全ですか。（金田住宅） 

3 
ブラジルの家族が心配するので、インターネットにその情報を載せて欲しい。その時、電話は使えないけどイ

ンターネットは普通に使えます。（金田住宅） 

4 家がなくなったら新しい家はもらえますか？（岩田団地）  
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その他のヒアリング 

 

3.11 東日本大震災の時、どんなことが不安だったか 

・ もし豊橋で同じことが起きたらどうなるのか、心配だ。自分は 4 階に住んでいる

のでそうなるか不安である。(金田・岩田) 

・ 家族と連絡が取れるか心配（金田・岩田） 

・ 机の下にもぐればよいとか、家に入っていたほうがよいとか、出たほうがよいと

いわれるが、どこまで信じてよいのかわからない。（金田） 

・ 自分たちが住んでいる場所は、どの程度危険なのか知りたい。（金田・岩田） 

・ 日本はトンネルが多いので、そこを通過していたらと思うと不安（金田） 

 

地震の時、家族と連絡をどう取るか決めているか 

・ ほとんどの人は決めていない。（金田・岩田） 

・ 避難場所を決めている。ただし、電話やメールがその時どうなるのか、そういう

ことは分からない。(岩田) 

 

どういうアイテムを使っているか、情報を得ているか 

・ 携帯電話等 携帯電話型 4 名 スマートフォン型 4 名 持っていない 2 名 

・ パソコン 持っている 7 名 持っていない 3 名 

・ インターネットラジオ 聞いている 1 名 聞いていない 9 名 

・ テレビのニュース 分かる 6 名 分からない 4 名 

※岩田団地内では、普段の会話からみて、日本語ニュースが分かる人は全体の 3 割ぐ

らいではないか、7 割の人は分からないと思う。 

                           （以上、岩田） 

ほっとメールへの登録をどう思うか 

・ 市のシステムなので登録しても良い 全員 

・ 前から知っていた 1 名 初めて知った 9 名 

・ 使ったことがある 1 名 使ったことがない 9 名 

・ やり方が分かる 0 名 あまり分からない 1 名 全く知らない 9 名 

・ やり方の分かりやすい開設があればやってみたい 全員 

                           （以上、岩田） 
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防災無線でポルトガル語で情報が流れたら信用するか 

・ スピーカーからの情報なら信用できる 全員（電話などでは信用しない） 

・ 去年の地震の経験から、放送があれば信用する 

・ 岩田団地では普段もポルトガル語併記で放送が流れるため、信用できる 

（以上、岩田） 

 

地震の時、他の人たちにも情報を伝えることが出来るか 

・ 勤めている会社では防災訓練をしているので、団体での行動はとれるだろう。(女

性) 

・ 岩田団地内であれば、スピーカーから情報が流れれば、皆それに従うと思う。(男

性) 

・ 隣、近所の外国人とはあまり付き合いがないので、声を掛け合うことはむずかし

い。 

（以上、岩田） 

 

その他に、地震等が起こったらどんなことが心配されるか 

・ テレビで見ると小学校などが避難所になっているが、小学校を知っておけば大丈

夫なのか。 

・ 地震が起きて避難を余儀なくされた時、自分たちブラジル人が避難所で他の日本

人と同じような待遇で迎えてもらえるのか、自分たちは区別されてしまうのでは

ないかという不安がある。 

・ 逃げるときに言葉がわからないので、避難所を日本人に聞くことがむずかしい。

            

（以上、岩田） 

国や市からどんなことをして欲しいか 

・ 地震の後の津波でなくなった人が多かったと聞いている。豊橋市ではどれぐらい

の津波がくるのか、この場所はどうなるのか、ということ。（金田・岩田） 

・ 防災の手引きは情報量が多く過ぎる（岩田） 

・ 防災無線で難しい言葉を言われてもわからないので、わかりやすい言葉を使って

ほしい（岩田） 

 

 

 

 

 



 

 44

2.3 コミュニティーの情報伝達調査 

上記 2.2.3.のアンケート調査を実施したコミュニティーの代表者等を対象として、コ

ミュニティー内での防災情報の伝達状況に関する面会方式の聞き取り調査を行った。 

 

当初想定した基本項目  豊橋市の避難計画の特徴と 

ヒアリングの追加観点 

１．日常の情報伝達方法（回覧板等） 

 

 【外国人アンケートからの課題】 

・ 外国人の行動の特徴、コミュニティー

の状況を把握する 

・ 防災情報を普及するための糸口をみ

つける 

・ 大雨は関心が低く、除外する 

【追加する観点】 

・ 豊橋市における外国人の生活、コミュ

ニティーの現状 

・ 防災に関する認知度 

・ 防災教育情報の有効な発信方法 

２．急用時の情報伝達方法 

 

 

３．大雨等緊急時の情報伝達方法 

 

 

４．発災の例がある場合、その時の伝達方法

の有効性、避難に対する間題点、対応策

等 

 

５．携帯等での情報伝達網の有無 

 

 

６．地震発生時の情報伝達方法（安否確認等）

 

 

 

 

ヒアリング項目 

１．豊橋市における外国人の生活、コミュニティーの現状 

２．日常の情報伝達方法（回覧板等） 

３．急用時の情報伝達方法 

４．大雨等緊急時の情報伝達方法 

５．発災の例がある場合、その時の伝達方法の有効性、避難に対する間題点、対応策等 

６．携帯等での情報伝達網の有無 

７．地震発生時の情報伝達方法（安否確認等） 

８．防災教育情報の有効な発信方法 

 

図 2.17 ヒアリング対象項目 
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ヒアリング 

日時：2012 年 3 月 1 日 15 時～16 時: 

場所：NPO 法人 ABT 豊橋ブラジル協会 

調査対象：ABT 

調査員：株式会社建設環境研究所 
 

 

１．豊橋市における外国人の生活、コミュニテーの現状 

【生活】 

・ ブラジル人が経営、あるいはポルトガル語が分かる社員がいる派遣会社に登録

し、豊橋や湖西、浜松の工場に働きに出ている人が多い。 

・ ブラジル人学校は費用が高いので、日本人学校に子供を通わせている人が多い

が、子供が日本語が分からずに困る人も多い。 

・ 子供の方が早く日本語を話せるようになり、通訳代わりになっている家庭もある

が、難しい言葉になると分からないというのが現状である。 

 

【コミュニティー】 

・ 豊橋のブラジル人社会には自治会や町内会のようなコミュニティーは無い。 

・ スポーツクラブ、文化クラブなどの集まりはいくつかある。 

・ 教会というコミュニティもあるが宗教も多様である。 

・ 代表やリーダーになりたがらない人が多いため、その所在を把握することは難し

い。このため、緊急情報のネットワークとすることには不向きである。 
  

２．日常の情報伝達方法（回覧板等） 

【情報伝達】 

・ ブラジル人コミュニティーは少なく、どこに連絡すれば情報が伝わるのか、はっ

きりしていないのが現状である。 

・ 耳で聞くのは効果的に思う。チラシなどよりも友達からの口コミの情報の方が伝

わりやすい。 

【豊橋市】 

・ 豊橋市からクリーンカレンダーというゴミの種類別に出す曜日を定めたカレン

ダーが毎年発行されている。以前は、日本語と英語であったが、約 15 年前から

ポルトガル語併記になった。これによってゴミ捨てに関する住民問題が大分解決

したようだ。 
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・ パソコンを所有する人も多く、本国との連絡や、国内のブラジル情報を収集して

いる。豊橋市役所の HP のポルトガル語情報も見ているようだ。 

 

【岩田団地】 

・ 岩田団地ではポルトガル語併記の回覧板やポルトガル語放送などがある。 

 

【ABT 豊橋ブラジル協会】 

・ お知らせはラジオ、チラシ、メールなどで行っている。 

 

・ ABT 豊橋ブラジル協会のインターネットラジオは、夜 8 時から DJ による生番

組の時間帯には聞いている人が増えている。 

・ インターネットラジオでの日本語会話講座には割と人が集まって聞いていると

思われる。愛知県警の定期的な番組コーナーもある。そこで水難事故防止情報な

どを飛びかけている。 

・ 市の広報、情報なども流しており、視覚的にはインターネットの HP から、聴覚

的にはインターネットラジオから情報を得ていると思われる。 

・ 豊橋ブラジル Day というのがあり、一昨年はラジオでのイベント告知、フリー

ペーパー掲載、チラシ等で全国から 3 万人のブラジル人が集まった。口コミ情

報が有効な手段なのだと思う。お祭り的なイベントには多くの人が集まる傾向が

ある。7 月には教会のイベントがあり、こちらにも多くの人が集まると思う。 

 
３．急用時の情報伝達方法 

・ ABT 豊橋ブラジル協会の会員約 140 人のほとんどがメーリングリストに登録し

ている。緊急時はこれを使って連絡することになる。 

・ それ以外の外国人はコミュニケーションをあまり取っておらず、明確な伝達方法

はないようだ。 

 
４．緊急時の情報伝達方法 

・ 特にない 

・ 工場ではあまり無いと思う。派遣会社を通しての人たちなので、工場から何かを

するということは無いように思う。 
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５．発災の例がある場合、その時の伝達方法の有効性、避難に対する間題点、対応

策等 

【ABT 豊橋ブラジル協会】 

・協会ではインターネットラジオ(Radio Nikkey)を開設しており、東日本大震災の

時はテレビのニュース内容をポルトガル語でずっと流していた。ラジオにはチャ

ットも付いており、震災の状況を知りたがる人からのアクセスが殺到した。それ

を利用して双方で情報を得ることが出来たと思う。 

※インターネットラジオ 

   インターネットラジオとは、インターネット上にて、主として音声で番組を

配信するコンテンツの一形態。 

電波ではなく配信されるため、パソコン等を利用し聴取する。 

【テレビ等】 

・ テレビのニュースは日本語のみのため、情報が分からずに不安になる人が多いの

が実態である。 

・ 日本のテレビはポルトガル語が流れないので、日本語が分からない人はあまり見

ていないようだ。普通のラジオもめったにポルトガル語が流れないので持ってい

る人は少ない。 
 

６．携帯等での情報伝達網の有無 

【高い所有率】 

・ 携帯電話はほとんどの人が持っている。特に日本語が不得意な人は持っていない

と外出先で困ることが多いので、家族や仲間と連絡が取れるように心がけて持っ

ているようだ。 

・ インターネットを利用したいのでスマートフォンの所有率が高い。料金が安く、

ただとも割引があるソフトバンクの iPhone が人気のようだ。 

・ パソコンのメールよりも携帯メールを使う人の方が多い。 
 

７．地震発生時の情報伝達方法（安否確認等） 

【安否確認等の登録制情報発信システム】 

・ 登録制の情報配信を行う場合には、どこからの指示で登録するのか、何のために

登録するのかがはっきりしないと、不安にされる傾向がある。しかし、緊急時の

情報配信のための登録で、市役所からの指示だということであれば、ブラジル人

は登録してくれるのではないかと思う。 

 

【サークルコミュニティ】 



 

 48

・ 何かの時にはサークルの代表に聞きに行くことが多いので、情報伝達にサークル

を使うのも有効かも知れないが、代表になりたくない人、責任を持ちたくない人

が多いのも特徴のひとつであり、難しいと思う。 

 

【情報伝達の問題】 

・ 子供に対しては、大体の学校で言葉が通じる人を配置しているので、いざという

時には比較的対処できる。 

・ 大人に対しては周りに言葉が通じ人がいないと、分からないままの場合が多い。

「○○警報」と言っても、「警報」の意味も分からない人も多いのが現状である。

・ 言葉が分からない、新しく入ってきた人がどんどん増えているので、伝えきれな

い実態があり、それが問題となっている。 

・ 例えば避難する際、リーダーシップを取ってくれる人とかがいると良いが、自分

で何とかしてしまおうとする人が多いので、リーダーがいないといざという時に

個々人が勝手ばらばらな行動をしてしまう傾向がある。 

 

【防災無線】 

・ 防災無線で日本語が流れても分からない。しかし、ポルトガル語で流されるよう

であれば信用してもらえると思う。 

 

８．防災情報普及の方法等について 

・ 子供が学校に行っている人は、学校に避難すればよいということは知っている

が、避難所については知っているかどうか分からない。 

・ 協会では避難訓練等の情報は提供していない 

 

【店舗を利用した広報】 

・ チラシはポスティングや店に置くなどしている。置いてもらえるようなブラジル

人の店は豊橋市には多い。フリーペーパーや雑誌なども置いておくと見る人が多

い。そういうところにポスターを置けば有効かもしれない。 

 

【クリーンカレンダー】 

・ 豊橋市からクリーンカレンダーが出されているので、その一角に豊橋ほっとメー

ルの登録方法や避難、暴風警報などの重要単語を記してみるのもよいと思う。 

 

【インターネットラジオ等の活用】 

・ インターネットラジオでの日本語会話講座の中で、番組内やテキストに防災に関

するキーワードを織り交ぜることは可能だと思う。 
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・ 協会でもネットワークを持っているので、いざという時には協会でも何らかの情

報提供は行っていきたいと思っている。 

 

 

【情報量の簡素化】 

・ 行政情報をそのまま伝えようとすると、膨大な量になりかえって何が最も重要な

のかわかりにくく伝わらないことも多い。愛知県警の原稿も、伝わりやすいよう

に手を入れている。 

・ 情報配信は簡単なものにして欲しい。今のパンフレットのようなものだと、字が

多すぎるので、まず見る人は少ないだろう。 

・ いざという時に必要となる言葉（単語）、必要な電話番号、大事な場所などが一

目で分かるようなものが（マグネット等で）冷蔵庫等に貼れるようなものがある

と有効であると思う。 

・ 情報の伝え方として、漢字ではなくローマ字にしてもらった方が読まれる機会は

多くなると思う。 

・ 文章が多いと読まない傾向にある。パンフレットやチラシでも文字だけだと読ま

ない人が多いので、協会でもなるべく写真などを入れるようにしている。日本語

をポルトガル語に翻訳するとかなり文字数が多くなるので、内容を見てもらいた

い場合には注意が必要だと思う。 
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ヒアリング 

日時：2012 年 3 月 1 日 ２１時～２１時３０分 

場所：岩田団地事務所 

調査対象：岩田団地 

調査員：株式会社建設環境研究所 

出席：豊橋市文化市民部多文化共生・国際課 

 

日常の情報伝達方法（回覧板等） 

・ 月 2 回程度。豊橋市の広報があり、その頻度に合わせている。 

・ 駐車場やゴミにまつわる問題は多かった。 

・ 回覧などを行っていき、この地区ではそのような問題でのトラブルはほとんど無く

なった。 
携帯等での情報伝達網の有無 

・ インターネットは結構見ているようだ。5 年ぐらい前に回線工事を行ったが、日本

人よりもブラジル人の方がインターネットを始める人が多かった。 
発災の例がある場合、その時の伝達方法の有効性、避難に対する間題点、対応策等 

・ それほどあるということではない。まだあまり意識はされていないようだ。 

・ しかし、中越地震(2004)の時には、夜中に不安になった人たちが集まったりしてい

た。その後に行った防災訓練では 200 人もの人が集まった。 

（防災に対しての用語などは日本人、ブラジル人双方で知り合っておけばよいと思う）

・ 4 年前にポルトガル語での防災用語の訓練をやったことがある。ただし、その後に

リーマン・ショックがあり、講習を受けた人が帰ってしまった。代わりに新しい人

たちが入ってきた。人数は変わらないが、言葉を知らない人が多いという状態であ

る。近いうちにまた講習を行おうと思っている。 
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2.4 とりまとめ 

アンケート調査、及びヒアリング調査から、外国人（主にブラジル人）の方々の防災情報等に関する意識について以下の項目で整理した。 
表 2.17 まとめ  

 自治体ヒアリング（豊橋市役所） 外国人アンケート コミュニティリーダ、ヒアリング 分析のための 

キーワード 岩田住宅（10 人回答） 金田住宅（22 人回答） NPO 法人 ABT 豊橋ブラジル協会 

外国人コミュニ

ティーの実情 

外国人（ブラジル人）人口 
8,318 人、4,162 世帯（H24,1 現在） 
 
金田住宅、岩田団地等の公共集合

住宅に多く居住しているが、細か

なコミュニティーは把握していな

い。 

・スポーツ、文化サークルあるが同好会的で組織力

はない 
・他の外国人に避難を呼びかけることはむずかし

い。 
 
・自治会が積極的に外国人とのコミュニケーション

を計ろうとしている。放送、回覧板はポルトガル語

併記。 
 
 

 ・ 派遣会社に登録し、豊橋周辺の工場に就業。 
・ 日本人学校に子供を通わせている人が多い。 
・ 子供が親の通訳代わりをしている家庭もあるが、難しい言葉になる

と分からない。 
・ 外国人の自治会のような、コミュニティーは無い。 
・ スポーツクラブ、文化クラブ、教会などがある。 
・ グループのリーダーになりたがらない人が多いため、その所在を把

握することやグループを通じての情報を伝達は難しい。 
・ 避難する際、自分で何とかしてしまおうとする人が多い 
・ 言葉が分からない、新しく入ってきた人が増え、情報が伝えきれな

いことが問題となっている。 

・ 組織的なまとまりが

希薄 
・ 常に新住民が移入し

日本語の浸透がむず

かしい 
・ こどもを介して日本

語にふれることも多

いため、難しい日本

語は理解されにくい

外国人の日常

の情報ツール

等 

 携帯電話の所有率 80.0% 
パソコン 〃  70.0% 
インターネットラジオ利用率 10% 
 
TV ニュース（日本語）の理解 
60% 
（回答者は比較的日本語を理解する人が多い。 
住民全体の日本語理解率は 30%程度と思われる） 
 
 

 ・ 携帯電話はほとんどの人が持っている 
・ パソコンでインターネットを利用している人が多い 
・ パソコンメールよりも携帯メールを使う人の方が多い 
・ 日本語ができない人はテレビ、ラジオはあまり利用しない、 
・ ゴミ出し日を定めたクリーンカレンダーをポルトガル語併記にした

ところゴミの住民問題が大幅に解決した。 
・ 豊橋ブラジル協会からの連絡はインターネットラジオ、チラシ、メ

ールなどで行っている。豊橋ブラジル協会の会員約 140 人のほとん

どがメーリングリストに登録し、緊急時はこれを使って連絡する。

・ インターネットラジオには愛知県警や市の広報コーナがある。 
・ 一昨年の豊橋ブラジルDayにはラジオの告知、フリーペーパー掲載、

チラシ等で全国から 3 万人のブラジル人が集まった。 
・ チラシを置いてもらえるようなブラジル系店舗が多く、フリーペー

パーや雑誌から情報を得る人もいる。 
 

・ 携帯電話、パソコン

の普及率は高い 
・ ポルトガル語併記の

情報発信は有効 
・非常時にはポルトガル

語の双方向情報シス

テムが有効 
・ 口コミ情報が伝わり

やすいコミュニティ

ー 
・ 市の広報だけではな

く、民間店舗の活用

も有効 

避難計画の周

知と理解度 

日本語話者と同様の情報提供を目

的に 
「防災の手引き」「地震防災マッ

プ」をポルトガル語に翻訳。 

  ・ 協会では避難訓練等の情報は提供していない 
・ 豊橋市からクリーンカレンダーが出されているので、その一角に豊

橋ほっとメールの登録方法や避難、暴風警報などの重要単語を記し

てみるのもよいと思う 
・ インターネットラジオの番組で防災に関するキーワードを織り交ぜ

ることは可能だと思う。 
・  

・ 情報ツールとして認

知度が高いクリーン

カレンダーの活用が

考えられる 
 

 【防災の手引き】 
H23 に印刷。配布を開始。 
防災情報を網羅。B5 版62ページ。 

読んだことがある 12.9% 
家にはない、わからない 60.0% 
 
情報量が多すぎる 
 

読んだことがある 0% 
家にはない、わからな

い 94.7% 
 

・ 字が多すぎるので、まず見る人は少ないだろう。情報配信は簡単な

ものがよい。 
 

・ 団地によって差がか

なりある 
・ 字が多いとよまれに

くい 
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 【地震防災マップ】 
H16 に印刷。全戸配布と市民課窓

口配布 
地震被害、液状化、津波浸水予測。

避難地情報地図。A4 版 39 ページ。 

読んだことがある 40.0% 
家にはない、わからない 50.0% 

読んだことがある 9.1%
家にはない、わからな

い 72.7% 

  

（ 避 難 場 所の

理解度） 

 避難場所知っている 54.6% 
わからない、知らない 45.5% 

避難場所知っている

78.2% 
わからない、知らない

13.6% 

 ・避難場所を知っている

人も多い。 

（ 地 震 発 生時

の行動理解） 

 大地震発生時の対処行動を理解 
          90.0% 

同左 
100% 

 ・対処行動の理解度はた

かい 

（安否確認方）  家族との連絡方法を殆どの人が決めていない   

（心配事他）  水や食料の確保 5 人 
家族との連絡が取れるか 5 人 
仕事場、学校より、自宅にいて被災したときの方が心配 
避難所で日本人と同様に対応してもらえるか不安 
逃げるときに日本語がわからなく不安 

子供に対しては、大体の学校で言葉が通じる人を配置しているので、い

ざという時には比較的対処できる。 
・水、食料、家族との連

絡に不安を持つ人が多

い 
 

（ 防 災 用 語の

理解度） 

 【比較的理解されている】 
震度、津波、東海地震、台風 
【比較的理解されていない】 
警報、注意報、避難所、避難勧告、避難指示、災害

用伝言ダイヤル 

 ・大人は周りに言葉が通じる人がいないと、分からないままの場合が多

い。 
・「警報」の意味も分からない人も多い 
 

・避難時などに良く使う

言葉でも理解度が低い 
 

災害情報、避

難情報等の発

信について 

豊橋ほっとめーる（安否確認メー

ル）は現在、日本語のみ。今後、

英語、ポルトガル語にも対応予定。 
 
日本語話者向けには緊急情報伝達

システム、HP による情報発信を

行う計画である。 
ポルトガル語に即時翻訳すること

が難しく現在は対応困難。 
 

【NTT の災害伝言システム】 
知っている 40.0% 
知らない、未回答 50% 
【豊橋ほっとメール】 
知らなかった  90.0% 
市のシステムなら登録しても良い 100% 
【外国人が望む発信方法】 
団地内の放送、テレビ、携帯電話、メール、ラジオ

、ポルトガル語緊急連絡 
【防災無線】 
防災無線なら信用できる 

【NTT の災害伝言シス

テム】 
知っている 73.1% 
知 ら な い 、 未 回 答

36.1% 

【豊橋ほっとめーる】 
緊急時の情報配信のための登録で、市役所からの指示であれば、ブラジ

ル人は登録してくれる 
【インターネットラジオ(Radio Nikkey)】 

、東日本大震災の時はテレビのニュース内容をポルトガル語でずっと

流していた。ラジオにはチャットも付いており、震災の状況を知りた

がる人からのアクセスが殺到した。 
【防災無線】 
ポルトガル語で流されれば信用してもらえると思う。 
 

・ 災害伝言システムの

認知度は高い 
・ 市ではポルトガル語

の即時対応が課題 
・ 行政への信頼度が高

くほっとメール登録

に抵抗ない 

災害発生時の

外国人対応 

災害時通訳ボランティア制度に約

50 人が登録。。 
外国人集住都市会議に加盟。被災

時相互に翻訳等の協力を行う。 

    

外国人向け防

災教育 

現在は外国人向けとして特別な対

応は行っていない。 
文字情報に加え、耳からの情報提

供を行うため外国人向けの防災講

話を計画している。 

  【情報伝達の方法】 

・ 情報配信は簡単なものにして欲しい。 
・ 必要なキーワード、電話番号などが一目で分かるようなものがよい

・ 漢字ではなくローマ字の方が読まれる機会は多くなる。 
・ 文章が多いと読まない。協会でも写真イラストなどを活用 
・ 日本語をポルトガル語に翻訳するとかなり文字数が多くなる 
 

・ 文字情報はポルトガ

ル語、ローマ字表記

が効果的 
・ 文字を少なく、写真、

イラスト、耳からの

情報を利用 
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１） 外国人の生活、コミュニケーション 

○組織的まとまりが希薄なコミュニティー 

 豊橋市に居住する外国人の多くは、岩田団地、金田住宅などの公営集合住宅に生活し、派

遣会社に登録して近郊の工場に就業し、こどもは日本人が通う近くの学校に通学している。 

 スポーツや文化サークル、教会などの集まりはあるが「グループのリーダになりたがらな

い人が多いためコミュニティーの所在を把握することは難しい」（豊橋ブラジル協会）という。

また、豊橋市でも細かなミュニティーの所在を把握していない。 

 

２）日常の情報伝達 

○日本語の情報は伝えにくい 

豊橋市では行政情報を伝えるためにポルトガル語の広報、HP などで日常生活情報を提供

している。しかし、日本語でのコミュニケーションは難しい面がある。 

その理由として、日本での仕事を求めて、常に日本語がわからない新住民が入ってくる。岩

田団地では住民の 3 割は日本語を概ね理解するが、7 割の住民は日本語が出来ない」（岩田団地）

という。また、こどもは「こどもは日本の学校に通い、親より早く日本語を覚え、親の通訳とな

っているが、こどもであるがため難しいことはわからない」（豊橋ブラジル協会）などがあげら

れる。 

                          
○ポルトガル語併記の成功例 

 豊橋市ではかつて外国人がゴミ出し日を間違えて既存住民とトラブルを起こすことがあっ

たが、ゴミ出し日を知らせるクリーンカレンダーをポルトガル語併記にしたところ大幅な改

善がみられた。 

 岩田団地では回覧、団地内放送をポルトガル語併記で行い、コミュニケーションづくりに

努めている。 

 また、「日本語をポルトガル語に翻訳するときに語数が増えるので注意が必要」「ポルトガ

ル語でも文字情報は読みたがらない」、日本語を併記するときも「ローマ字表記のほうが好ま

れる」（豊橋ブラジル協会）という指摘もある。 
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○高い携帯電話、パソコン普及率 

携帯電話は外出先で困ったことが起きたときに対処できるように持ち歩く人が多い。 

パソコンも母国との連絡やポルトガル語情報収集に必要なアイテムであり普及率が高い。 

携帯電話所有率約 80%、パソコン所有率 70%（岩田団地） 

 

○その他の情報ツール 

テレビ、ラジオはポルトガル語が殆ど流れないため、日本語がわからない人の利用は比較

的少ない。 

（ブラジル系の商店と口コミ） 

口コミによる情報伝達も大きいようで、ブラジル系の商店にはポスターやフリーペーパー

がよく配置され情報交換の場ともなっている。「一昨年、開催した豊橋ブラジル Day にはラ

ジオの告知だけであったが、口コミで広がり全国から 3 万人のブラジル人が集まった。」（豊

橋ブラジル協会） 

（非常時にはインターネットラジオが効果を発揮） 

また、豊橋ブラジル協会が運営しているインターネットラジオは、東日本大震災のときに

テレビのニュース内容をポルトガル語でずっと流していた。ラジオにはチャットも付いて

おり、震災の状況を知りたがる人からのアクセスが殺到し、双方向で情報のやり取りをし

た。 

 

２） 市の避難計画の認知度 

○ 「防災の手引き」の認知率は低い 

 「防災の手引き」が配布されていた岩田団地では読んだことがあると回答した人は 12.9%

であったが、家にはない、わからない人は 60.0%に及び、情報量が多すぎるという意見は、

住民と日常的に情報発信を豊橋ブラジル協会からあった。（金田団地ではアンケート当日に市

から配布された） 

 
○ 「地震防災マップ」は住宅コミュニティーにより認知率に差 

「地震防災マップ」は全戸配布と市民課の窓口配布を行っている資料である。 
 岩田団地では読んだことがある人が 40.0%、金田住宅では 9.1%。岩田団地では家にはない、

わからない人が 50.0%、金田住宅では 72.7%と差がみられた。 
 岩田団地では団地事務所が自主的に外国人の相談所な役割を担っている他、4 年前にはポル

トガル語での防災訓練を行っている。 

 

○ 団地に隣接して避難地があるものの認知率が低い 

避難場所知っている人は岩田団地が 54.6%、金田住宅が 78.2%であった、両方とも避難地に指

定されている中学校、小学校が集合住宅に隣接している。（「地震防災マップ」） 
金田住宅のアンケート直前に防災講習が行われたことが影響していることも考えられるが、い

ずれにせよ、隣接する学校が避難地に指定されている割には認知率が低いといえる。 
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○ 地震時に机の下に頭を隠すなどの本能的情報については認知率が高い 

知っていると回答した人は岩田団地 90%、金田住宅 100%。 

ブラジル人は「避難する際、自分で何とかしてしまおうとする人が多い」（豊橋ブラジル協

会）という意見が裏付けている。 

 

○ 防災用語の認知率 

 【比較的理解されている】 
震度、津波、東海地震、台風 

【比較的理解されていない】、 

警報、注意報、避難所、避難勧告、避難指示、災害用伝言ダイヤル 

 

防災行動上、警報、避難所などの用語は重要なキーワードであるが、認知率が低い状況に

ある。豊橋ブラジル協会では「大人は周りに言葉が通じる人がいないと、分からないままの

場合が多い」「警報の意味も分からない人も多い」とこの点を指摘している 

 

○ 大規模地震発生時には「食料・水」「家族との連絡」を心配する人が多い。 

「食料・水」に関連する「防災の手引き」の記載情報は「12.非常持ち出し品、備蓄品」

「32..飲料水兼用耐震性貯水槽」「33.防災備蓄倉庫」の項目立てで施設と場所が文字で紹

介されている。「地震防災マップ」には避難所の位置が図示されているが、「食料・水」

の関連情報は記載されていない。 

日本語の認知率は「備蓄品」が 40.9 ポイント、「非常時持出品」が 45.5 ポイントであっ

た。 

 

「家族との連絡」に関連する「防災の手引き」の記載情報は、「36.災害用伝言ダイヤル

利用方法」がある。「地震防災マップ」には記載情報はない。 

災害用伝言ダイヤルの認知率は岩田団地が 40.0%。金田住宅が 73.1%であった。 

日本語の認知率は災害用伝言ダイヤル 45.5 であった。 

 

○ ポルトガル語の緊急防災情報 

外国人からは緊急防災情報を下記の方法で発信してほしいと要望されている。 

② 団地内の放送 
③ テレビ 
④ 携帯電話、メール 
⑤ ラジオ 
⑥ ポルトガル語緊急連絡 

 

豊橋市では、「豊橋ほっとメール」を開設し、災害時や緊急時に携帯電話やパソコンで災害
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情報を入手できる日本語サービスを行っているが、現在、英語、ポルトがガル語のサービス

を計画している。 

(ア) 災害時緊急情報（市の災害対策本部が発信する地震、風水害情報。被害状況） 

(イ) 災害時緊急メール（登録者に対して上記情報をメールで知らせる） 

(ウ) 避難所情報（指定避難所の住所、電話番号、地図） 

(エ) 緊急医療機関情報 

この豊橋ほっとメールの認知率はポルトガル語サービスが提供されていないこともあって

低いが、市が災害目的で行うサービスであるなら登録してもよいという人が殆どであった。 

また、防災無線からポルトガル語で避難情報が流れた場合は、普段から信用できる生活情報

がポルトガル語で流れているため、ほとんどの人が信用できると回答している。 

 以上のことから、外国人への防災情報伝達の課題を次のように整理した。 

 

外国人への防災情報伝達に関する課題 

 

① 外国人コミュニテーは組織力が弱いため、自治会、広報、学校、職場、ブラジル系商店な

ど多様なツールを利用した周知が必要である 

 

② 日本語を習熟していない人の流入が日常的にあるため、ポルトガル語併記（放送含む）で

の情報伝達が必要である。 

 

③ 外国人は文字が多いと資料を読まない人が多いため、文字数をしぼりイラストや写真の活

用、耳からの情報提供が必要である。 

 

④ 外国人は多様な情報ツールを利用しているが、所有率の高い携帯電話、パソコン、及び防

災無線、口コミを利用した情報提供が効率的である。非常時には双方向情報システムをも

つインターネットラジオも効果を発揮する。 

 

⑤ 防災行動に関連する「避難所」等の防止用語の認知率が低いことから、日本語の最小限の

防災用語の普及につとめることがのぞまれる。（クリーンカレンダーや広報の活用など） 

 

⑥ 普段の自治会でのコミュニケーションの取り組みが情報伝達に影響を及ぼしていること

から、自治会と行政の連携強化がのぞまれる。 

 

⑦ 「食料・飲料水」「家族との連絡」など外国人が望む防災情報をわかりやすく伝えられて

いないことから、情報を絞って、イラストなでわかりやすく伝えることがのぞまれる 

 

⑧ 行政への信頼度が高いことから、豊橋ほっとメールへの登録を促すことが防災情報伝達上

効果的である。 

  


